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予‘断

　
い
ま
沖
縄
で
何
が
起
っ
て
い
る
か
１

１
と
り
急
ぎ
事
実
経
過
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
さ
る
一
月
十
八
日
午
前
七
時
、
沖
繩

コ
ザ
巾
在
住
の
作
家
・
佐
木
隆
三
さ
ん

が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
琉
球
警
察
本
部

は
「
放
火
、
兇
器
準
備
集
合
罪
、
公
務

執
行
妨
害
叶
と
い
っ
た
大
げ
さ
な
″
罪

状
″
を
並
べ
た
て
、
″
寝
込
み
を
襲
う
″

よ
う
な
形
で
佐
木
さ
ん
宅
を
急
襲
し
た

の
で
す
。

　
警
察
側
が
逮
捕
の
根
拠
と
し
た
も
の

。
ば
わ
ず
か
数
葉
の
「
写
真
」
。
彼
ら
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
１
１
写
真
に
も
と
づ

い
て
や
っ
た
。

　
一
　
　
一

よ
る

ナ
こ
ｉ

当
日
ま
で
の
六
日
聞
、
注
木
さ
ん
は

　
「
週
刊
ア
サ
秘
義
」
編
集
者
、
楢
崎

忠
久
さ
ん
と
何
度
も
打
合
わ
せ
て
当
日

は
楢
崎
さ
ん
を
空
港
に
見
送
っ
て
か
ら

佐
木
さ
ん
の
編
集
助
手
の
金
城
孝
吉
さ

ん
と
一
緒
に
現
場
に
取
材
に
行
っ
た
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
｛
　
一

　
両
氏
と
も
注
水
さ
ん
の
逮
捕
を
聞
い

て
唖
然
と
し
、
「
容
疑
に
該
当
す
る
事

実
」
が
な
か
っ
た
こ
と
を
脊
っ
ぱ
り
断

言
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
よ

　
以
上
の
事
実
経
過
で
お
断
り
の
通
り

佐
木
さ
ん
へ
の
弾
圧
は
ま
っ
た
く
根
拠

の
無
い
も
の
で
あ
り
、
前
付
未
聞
の
関

西
な
デ
ッ
チ
上
げ
逮
捕
だ
と
い
え
ま
し

よ
う
。
デ
モ
の
″
現
場
″
に
通
り
か
か

っ
た
、
い
あ
わ
せ
た
ｉ
と
い
う
理
由

で
逮
捕
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
取
材
活
動

な
ん
て
も
の
は
全
く
成
り
立
ち
ま
せ
‘

ん
。

十
一
月
八
日
に
沖
縄
に
到
着
、
三
日
仮

に
Ｉ
召
現
場
に
い
あ
わ
せ
た
の
で
す
。

取
調
べ
過
程
で
こ
れ
ら
の
事
実
が
判
明

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
葵
厠

・
は
強
引
に
彼
を
″
殺
人
犯
″
に
仕
立
て

よ
う
ど
す
る
態
度
を
変
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
戦
前
の
「
治
安
弾
圧
」

ヽ
に
匹
敵
す
る
強
引
な
弾
圧
、
そ
の
意
味

す
る
も
の
は
、
も
は
や
明
白
す
ぎ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
露
骨
な
意
図
を
″
隠

そ
う
″
と
も
し
て
い
な
い
こ
と
に
、
熱

砂
睨
な
戦
慄
を
覚
え
ま
す
。

　
言
論
の
「
自
由
」
「
中
立
」
と
い
っ

た
″
神
話
″
慨
官
憲
が
堂
々
部
踏
み

に
じ
り
、
「
何
を
書
く
か
」
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
に

　
「
見
る
こ
と
」
す
ら
票
じ
る
。
つ
ま
り

権
力
の
傷
心
と
っ
て
不
都
合
な
こ
と
に

　
「
関
心
を
払
う
」
こ
と
を
許
さ
な
い

　
御
承
知
の
よ
う
に
『
朝
日
ジ
ャ
フ
ナ

ご
の
川
本
記
者
お
よ
び
『
プ
レ
イ
ボ

ー
イ
』
の
春
日
原
記
者
可
頷
さ
れ
ま

し
た
。

　
容
疑
は
、
朝
霞
の
自
衛
官
殺
害
事
件

の
「
被
疑
者
」
で
あ
る
菊
井
と
い
う
学

生
か
ら
証
拠
物
件
を
あ
づ
か
っ
て
そ
れ

を
焼
却
し
た
（
圧
花
筒
滅
）
り
、
「
逃

げ
ろ
」
と
い
っ
て
一
万
円
を
逃
走
資
金

と
し
て
渡
し
た
（
逃
走
ほ
う
肋
）
り
し

た
と
い
う
も
の
で
す
。
’

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
よ

う
に
考
え
ま
す
。

　
漬
二
に
、
習
疑
事
実
」
が
、
す
べ

て
菊
井
と
い
う
学
生
の
供
述
に
も
と
づ

く
も
の
に
す
ぎ
ず
、
物
的
証
拠
法
撮

で
あ
る
こ
と
。
も
し
、
第
三
者
＝
他
人

の
自
白
の
み
を
唯
一
の
根
拠
と
し
て
罪

に
お
と
し
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の

で
あ
れ
ば
（
松
川
事
件
を
思
い
出
し
て

のメガネはＨＩ－ＳＥＮＳＥのみすずで.ク

取
材
活
動
が
、
ｊ
捕
・
拘
置
″
さ
ら

に
起
訴
に
値
す
る
と
す
れ
ば
、
つ
ま
り

は
、
「
第
三
者
の
供
述
」
さ
え
あ
れ
ば

推
力
自
ら
に
都
合
の
悪
い
取
材
や
主

張
、
あ
る
い
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ー
ジ
ュ
0
1
記

者
は
、
い
つ
で
も
任
意
に
逮
捕
・
拘
置

で
き
る
し
、
そ
の
関
係
者
は
家
宅
捜
査

すま訴え
Ｊ
　
｝

晦法時代め再来

　　　　メガネ専門店

　　　　　　み　す　　ず

　　　㈱美寿寿
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国電・お茶の水下車３分パ

　
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
私
は
今
回
の

国
原
警
察
の
や
り
方
に
、
ま
ず
心
か
ら

の
憤
り
を
感
じ
、
こ
れ
に
抗
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
『
朝
日
』
や
『
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
の

内
部
に
お
い
て
す
ら
、
「
抗
議
し
よ

う
」
と
い
う
声
が
陰
に
陽
に
圧
殺
さ
れ
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（
専

３
Ｑ
叉
昆
一
限
一
泌
揖
日
一
生
一

坦
一
凶
猪
祀
肇
日
）
。
り
￥
忌
両

、
’
惣
哨
『
拶
琳
９
ご
逐
ィ
コ
９

官
治
２
エ
派
丞
塁
『
ぶ
居
旦

り
晦
日
か
百
方
ぶ
Σ
ユ
ヨ

斜
縦
２
二
、
拐
認
尽
弓
窪
蓋

ぶ
。
り
ミ
ミ
印
９
凭
苫
翁
萍
・
誓

M
卵
％
(
３
９
／
Ｄ
＆
ｄ
３

９
♀
ン
ふ
昌
盾
屏
Ｇ
２
洞
窃
混

菊
賎
ぷ
（
諸
皆
０
揖
政
。
り
｀
斑

Ｑ
９
ら
い
？
、
裳
悍
治
愕
Ｒ
藻
旦

尉
ｏ
詐
ま
函
回
弓
？
Ｑ
聊
｀
管

号
汁
７
諮
月
蔓
。
ぎ
函
n

蚕
。
り
召
到
４
Ｑ
乙
｛
‐
ぐ
阿
Ｉ

4
f
％
4
7
r
¥
E
R
y
4
9
7

o
6

謀
恐
恐
涙
ｎ
剖
聘
こ
Ｘ
ざ

９
呪
願
疆
、
々
芯
ｃ
ヨ
乖

　
　
　
　
。
印
９
蕊
作
詞
匈
諮
一
恰

０
晦
い
Ｉ
盤
庭
君
心
田
只
百
泡

到
居
回
５
倅
。
宛
茫
ヱ
０
生
剔

蔡
壁
笠
害
笏
ヨ
ご
９
弓
ミ

　
、
ぶ
９
哭
乙
戸
毎
落
照
否
ぶ

『
ｊ
Ｑ
ミ
弓
気
＆
回
懲
懇
１

穿
胞
疸
碧
潭
発
想
心
。
９
９
芯

９
尽
ン
ふ
Ｒ
票
一
〇
娑
穏
頒
う
｛
ィ

口
ふ
専
届
気
筒
怒
濤
、
こ
り

器
息
Ｉ
胆
匹
孚
。
免
こ
吊
工

Ｑ
蓼
μ
取
綴
ら
い
が
ｎ
㈲
京
洛

０
弛
活
気
喘
泌
。
免
嬰
拉
砥
Ｑ

９
曇
蒙
ぷ
認
否
洽
焉
怯
応
答

　
哨
ュ
り
印
コ
零
雲
脂
（
い
侈
コ

冊
㈲
博
忍
匹
罰
留
谷
昭
倅
）
留

贈
位
乞
ご
罰
淳
皆
限
窓
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
＆
こ

９
只
ィ
い
ぶ
兄
J
O
j

J
O
I
廣
淳

９
者
蚕
平
冗
答
Σ
ａ
認
容

擢
聡
聯
諮
誕
ご
肆
胃
竺
気
イ
碧

叫
０
穏
誤
茄
、
こ
價
蓼
夕
茅

０
口
気
ご
卯
こ
９
Ｊ
ぶ
ｙ
陥
示

＆
回
墨
思
芯
汝
岱
扇
ご
息
丿
一

〇
９
９
り
、
‐
片
蛍
賢
毎
庶
宍
江
旦

翫
司
皆
国
据
所
信
壽
｀
忍
こ

ｍ
９
漢
ご
哭
聡
罰
穿
が
俘
９

ぶ
諏
恵
？
昏
雷
町
ご
篆
回
蓄

＆
４

１
Ｓ
Ｌ
Ｒ
Ｗ
３
穏
ｎ

９
ぼ
器
限
９
り
ユ
息
巻
淳
蜜
以

豪
回
忌
、
刹
諸
君
域
翁
草

　
　
　
　
　
　
゜
ｙ
Ｚ
迎
琢
扁
芯
坏

ｑ
召
づ
倅
…
田
蕎
ふ
ふ
叫
認
、
ｑ
匿

M
更
4
r
4

。
A
4
＆
d
a
(
N

い
鴛
竺
帰
９
印
認
コ
圖
弓
可
印

印
諮
冦
９
砦
京
阪
Ｑ
?
Ｌ
Ａ

芯
（
冴
笛
ら
り
別
弐
ぷ
昌
マ
作
弧

加
苔
Ｔ
弓
箭
吊
印
ｏ
聊
胞
炉
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
C

こ
λ
汲
奥
蓉
Ξ
器
享
有
早

　
ｈ
ｎ
祗
炭
＆
Ｇ
ユ
乙
ｑ
号
慨

コ
回
警
訟
乙
惑
岨
竺
苔
昼

　
、
兌
啄
伍
蜃
亘
留
劈
｀
罰
首
座

Ｒ
Ｏ
凶
繋
４

Ｊ
Ｊ
４
２
Ｓ
４

？
Ｉ
暗
露
橋
？
茅
Ｑ
日
々
。
９

M
翼
秘
ユ
Ｑ
劈
、
ヨ
弓
マ
ｍ

コ
貿
認
ご
？
り
石
弓
？
拓
茅
匯

利
忌
否
９
り
旦
忿
営
泄
召
洽

４
聡
刄
慨
返
愚
尽
マ
片
泌
温

辰
忌
原
ふ
ｑ
卯
老
言
｀
月
泌

昭
？
官
芯
芭
マ
ご
取
釜
洸
倫

写
蓄
可
岬
画
９
。
‘
≒
ご
卯
ａ

Ｙ
曝
禁
忌
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喩
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召
豪
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巧
呆

召
言
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目
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Ｊ
Ｍ
Ｎ
３

９
河
芸
茄
朧
圖
、
１
こ
９
こ
茲

限
ぶ
石
油
、
烈
芳
ぶ
回
知
９
で

７
兄
ぶ
鴉
器
こ
圓
婆
妥
泌
吸

＆
y
4
r
京
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温
酉
源
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玉
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マ
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ふ
乖
り
応
答
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「
剪
憩
碁
笥
昏

乖
コ
息
包
‘
摩
采
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｜
秘
密
０
秘

審
察
滸
昏
忌
要
一
「
夥
霧
」
日

￥
百
｛
＋
刹
哭
鳶
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９
Ｑ
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つ
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″
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Ｑ
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ａ
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